
3　　人身事故の特徴

13

◆ 違反者（歩行者）

注　安全運転義務は前方不注視・安全不確認等

若年は16～24まで，高齢は65歳以上

宍粟の道
横断中

8　時間別発生状況 11　類型別状況

区　分 件数 傷者 死者 区　　分

0

件数 傷者 死者

０～２ 1 2 0 人対
車両

3

0 00

２～４ 0 0 0 その他

0

00

４～６ 0 0 0 自転車
対車両

出会い頭

0

03

６～８ 2 2 0 その他 2

022

2

８～１０ 6 8 0 正面衝突 2

１０～１２ 4 5 0 昼間 追突 15

2

10

１２～１４ 7 8 0 出会い頭

0

9 013

１４～１６ 5 5 0 その他

0

011

１６～１８ 12 17 0 車両単独 0 0

1 件数 １８～２０ 4 6 0 合計 41 53

全体 人身事故 死　者 傷　者 うち重傷 物損事故 ２０～２２ 0 0 0

令和６年 41 0 53 0 465 ２２～２４ 0 0 0 12　居住地別状況（第１当事者）

令和５年 45 1 57 6 457 合計 41 53 0 区　　分 管内 管外 県外 不明

対比 - 4 - 1 - 4 - 6 +8 件数 33 5 3 0

9　違反者（車）別 ％ 80.5% 12.2% 7.3% 0.0%

18.9%

0.0%

2　県下の交通事故概要（７月末現在） 区　　　分 件　数 比率(％)

前年対比 信 号 無 視 2 5.4%

2 5.4%

速 度 違 反 0

交番・駐在所別分布（人身事故累計件数）

人身事故 8,793 - 391 横 断 等 禁 止 7

傷　　　者 10,369 - 472 

死者全国ワースト ５位 優 先 通 行 妨 害 等

死　　　者 61 +11 通 行 区 分○追突・出会い頭が多く発生している。

1 2.7%

7　路線別 歩 行 者 妨 害 等 0 0.0%

4　関係者事故（１当又は２当）
区　　分

件数
死者

交 差 点 安 全 進 行 0 0.0%

区分 件数 傷者 死者 R５ R６ 一 時 不 停 止 6 16.2%

歩行者 0 0 0 国
道

国道２９号 10 18 0 安 全 運 転 義 務 18 48.6%

自転車 5 5 0 国道４２９号 1 0 0 そ の 他 1 2.7%

原付 1 1 0

県

道

養父宍粟 0 1 0

自動二輪 5 5 0 加美宍粟 0 0 0 信 号 無 視 0

こども 1 1 0 三木宍粟 1 0 0 車の直前直後横断 0

高校生 1 1 0 宍粟新宮 2 4 0 飛 び 出 し 0

高齢者 17 17 0 相生宍粟 0 0 0 そ の 他 0

大屋波賀 0 0 0

宍粟下徳久 5 5 0

5　第１当事者（運転者 原付以上） 若桜下三河 0 0 0 10　曜日別状況

区分 若年 女性 高齢 宍粟香寺 0 1 0 区分 件数 傷者 死者

件数 4 15 10 一宮生野 0 0 0 日 4 4 0

死者 0 0 0 千草新宮 0 0 0 月 8 11 0

田井中広瀬 4 1 0 火 10 11 0

7 9

一般県道 0 1 0 水 3

0 金

4 0

6　性別（第１当事者） 一般市道 15 8 0 木

区分 男 女 不明 その他 7

件数 25 16 0 合計 45 0 土 4 6 0

○昼間帯36件（87.8％）夜間帯５件(12.2％）

○月曜・火曜の発生が多い。

○高齢者が関係する事故は全体の約41.5％

5 8 0

41

0

2

シートベルト・チャイ
ルドシート・ジュニア
シートは正しく着用し
ましょう
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令和６年度 秋の全国交通安全運動

【運動重点】
１ 反射材用品等の着用推進や安全な横断方法の実践等による歩行者の交通事故防止

２ 夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビームの活用促進と飲酒運転等の根絶

３ 自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

1４

（６年８月号）
宍粟警察署

（令和６年７月末現在数値）

R6.9.21～R6.9.30


